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　昨年は大分市・アベイロ市姉妹都市提携30周年という
記念すべき年を迎え、両市においてさまざまな市民交流が
行われました。今回は、この一年間を写真で振返ってみた
いと思います。

★「オブリガーダ」とは、ポルトガル語で「ありがとう（女性が言う場合）」の意味です。

２００９年６月発行



　姉妹都市提携３０周年事業として後藤智江モ
ダンダンススタジオ親善公演が行われ、桜をモ
チーフとして日本の四季を表現した美しい創作
ダンスは、会場を埋めた７００名の両市民に深
い感動を与えました。

　アベイロ市役所旧庁舎で行われた３０周年
記念式典では、釘宮市長とエリオ・マイア市
長が、両市民が見守る中で、両市の姉妹都市
関係のさらなる進展を願い、「姉妹都市３０
周年共同宣言」に署名しました。

　アベイロ市のほか
リスボン市を訪れ、
在ポルトガル日本大
使館の表敬訪問や、
ユーラシア大陸最西
端のロカ岬、世界文
化遺産のジェロニモ
ス修道院などを視察
しました。

　
①日本人形や鯉幟など、日本文化を紹介する物品が数多く展
示されました。
②、③アベイロ市役所庁舎内に特設された『日本食レストラ
ン』では、寿司や刺身、焼きそばなどポルトガルにおいて日
本を感じるメニューが登場しました。



　映像やパネルでアベイロ市を紹介したほか、ファドやポルトガルワインなどポルトガル文
化体験を通して、市民交流を行いました（参加者１６５名）。



　

　　４回目となる「シャムスカ監督と語ろうポルトガル語講座」（全８回）
を大分トリニータ後援会及び大分市の協力を得て開催しました。
これまでと同様に、大分トリニータ育成部U-12監督のリシャルドソン・
マガリエンス氏を講師にお迎えし、４４名の受講生が参加する中で、９月
から約３カ月間、音楽や映像をまじえながら楽しくポルトガル語を学びま
した。

　１２月１５日に「シャムスカ監
督とのトークの夕べ」を開催しま
した。参加した受講生は、学んだ
ポルトガル語を駆使して、シャム
スカ監督とのマンツーマン・トー
クに挑戦しました。

《編集後記》
　今回の『オブリガーダ　ポルトガル』はいかがだったでしょうか？
姉妹都市提携３０周年記念事業は大変な盛況のうちに終わり、改めて両国の友好
関係を肌で感じることができました。今後もさまざまなポルトガル情報をお伝え
していきます。皆さまからの情報・お知らせなどありましたら、ぜひ、事務局に
お寄せください。

　

　一昨年の「コインブラ大学OB合
唱団」に引続きコインブラ市より吹
奏楽団41名が来市しました。10月
4日に、大分公演が開催され、市内
の吹奏楽団とジョイントを行うな
ど、大盛況の公演となりました。


